
■ プログラム                 

 

☆１０月２５日（土）午後４時から５時３０分まで 

 

 ◎お座敷討論会「困った腫瘍性疾患—あなたの解決方法は？」 

 今年のお座敷のテーマは、腫瘍性疾患です．何回切除しても繰り返し再発する皮膚の肥満

細胞腫、組織球系の腫瘍は良性のものから悪性のものまでバリエーションに富み、血管周皮

腫は繰り返し再発して悪性度を増し、、、、乳腺腫瘍も悪性度が様々で、、、、などなど、日常

の診療の中で手を焼いている腫瘍性疾患はたくさんあります．どうぞ、困っている症例、あるい

はこうやって切り抜けたという症例をお持ちより下さい．腫瘍病理診断の専門家町田 登先生

（東京農工大学）と、佐藤敏彦先生（一関開業）を座長に、治療法や検査法に関する情報交換

を、ご一緒にやりましょう．症例を、お気軽にお持ち寄り下さい．もちろん参加するだけの先生

も大歓迎です．お座敷でくつろぎながら、臨床の悩みや新しい治療法など、おおいに情報交

換しましょう． 

 

★★★ 

◇ 午後７時より 第１０回メープル小動物臨床検討会記念祝賀会 

   記念すべき１０回目を、皆さんで一緒に祝いましょう！ 

   功労者感謝状授与式ならびに記念行事を行います． 

   また、温泉にはいって日頃の疲れをとって、おおいに 

             飲みましょう！ 

              ★★★ 

 

☆１０月２６日（日）午前９時３０分から午後４時まで 

 

◎ 教育講演：「 獣医臨床における腹腔鏡利用 」 

      講師  岩手大学小動物外科学研究室      

                  岡村 泰彦 先生 

 

☆☆☆ 

 

  ◎ ランチョンセミナー： 

  「 高周波手術装置（電気メス）の原理と応用  

            — 電気メスはここまで進化した！ — 」 

（株）アムコ学術部 
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◎臨床検討会：  

 このセクションでは昨年同様皆様から募集した小動物臨床例演題の発表を予定しています．

珍しいものばかりでなく、治療に困った症例や失敗例などもどんどん応募していただいて一緒

に問題点を考え、気軽に意見交換できる検討会にしたいと思っております．アドバイザーには、

東京農工大学や、大阪府立大学、北海道大学、北里大学、岩手大学の臨床や病理学、微生

物学等の先生方を予定しています．どうぞ、皆様もふるってご応募下さい． 

 

■ 演題の申し込み期限 

 

◎「お座敷討論会」 

     症例やアイディアをお持ち込みになる方は、１０月６日までに事務局 

     に電話・Fax・メールでご連絡下さい．当日飛び入りも可能です． 

◎ 「臨床検討会」 

          演題申し込みは１０月３日（金）までに、講演要旨を事務局にお送 

          り下さい．発表時間は 15 分、質疑 5 分です．PC 液晶プロジェクター 

          を使用します．スクリーンは１面です．電子媒体に保存した発表原稿 

          ファイルは、１０月１７日（金）までに事務局にお送り下さい． 

 

 

■ プレゼンテーション作成要領 

 
■ 当日の発表には Windows (XP 対応)と Macintosh (OS9 ならびに OSX 対応)のＰＣを使用し

ます．プレゼンテーションソフトウエアは、Microsoft PowerPoint で、それぞれのＰＣに対応するも

のとします． 

 

■ １０月１７日（金）までに、電子媒体（CD-R、CD-RW、USBフラッシュメモリー等）に保存して、

ファイル名にお名前をいれて事務局までお送り下さい．当日にご持参なさるのは避けてください．

どうしても事前に準備できない場合は、各自のPCをご用意下さい．各自のPCを直接プロジェクタ

ーに接続しますので、お使いの機種がHD-SUB15（３列１５ピンの標準VGAコネクタ）を備えてい

ることをご確認下さい． 

 

■ 動画は入れても構いませんが、複数の動画を重ねるとフリーズの原因となりますので、出来

るだけ単純なものにしてメモリーを小さくして下さい． 
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■ 講演要旨作成要領 

 

★講演要旨の原稿はそのまま印刷しますので、以下の形式にまとめてお送り下さ

い． 

（見本を参考にして下さい） 

  

1. 講演要旨の原稿は、A4 用紙に見開き（２枚）になるように、まとめて下さい（図表を含む）。

どうしても図表などでオーバーするときでも、３枚以内にして下さい． 

2. 文章は原則として Microsoft Word （フォント；MS 明朝、10.5 ポイント）形式で作成し、１ペ

ージに１列４０文字、３５行とします．余白は、上下左右２５mm です．原稿は電子媒体に保

存し、お名前をいれて、原稿のハードコピー2 部と同時にお送りください。メールでも受け

付けますが、ハードコピーもお送り下さい． 

3. タイトルは１４ポイントでセンタリングして下さい。要旨作成者と共同発表者の氏名を一行

に列記し、改行して所属をカッコ内に入れて下さい．文字は、12 ポイントで記載し、左詰に

します。 

4. 本文は1.はじめに 2.症例 3.治療と経過 4.考察 5.参考文献の順で作成してください。 

 

 

 

 

＜メープル小動物臨床検討会事務局＞ 

 〒020-8550 岩手県盛岡市上田 3-18-8  
      岩手大学農学部小動物内科学教室  
          安田 準（Tel&Fax 019-621-6235, e-mail; jyasuda@iwate-u.ac.jp）        
          神志那弘明（Tel 019-621-6228, e-mail; kamicna@iwate-u.ac.jp） 

（ホームページ http://vet.vmas.kitasato-u.ac.jp/radio/maple/） 
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